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平成２１年１２月１８日 

 

 

運 輸 安 全 委 員 会 



船舶事故等調査報告書（軽微）一覧 

 （函館事務所） 

 １ 引船北隆丸定置網損傷 

 ２ 油タンカー大弘丸貨物船第二貴

雄丸衝突 

 （仙台事務所） 

 ３ 引船南部乗揚 

 ４ 漁船第三三平丸漁船平安丸衝突 

 ５ モーターボート勇盛丸転覆 

 ６ 旅客船カメリアキッス運航阻害 

 ７ 漁船第３菊丸運航不能（機関損

傷） 

 （横浜事務所） 

 ８ 貨物船第七運栄丸乗揚 

 ９ 貨物船第二十一幸伸丸漁船坂田

丸衝突 

 10 引船５号三栄丸モーターボート

シーガル３８衝突 

 11 貨物船海幸丸乗揚 

 12 貨物船第八伊豫丸衝突（灯浮標） 

 13 モーターボート協和丸乗揚 

 14 旅客船さんふらわあ だいせつ衝

突（灯浮標） 

 15 漁船第三十八徳栄丸運航不能（機

関損傷） 

 16 貨物船名友丸座洲 

 17 貨物船兼砂利運搬船福興丸乗揚 

 18 貨物船第七十八鳳生丸押船第六

十八さだ丸被押クレーン台船かい

せい衝突 

 19 漁船第三十一日光丸乗組員負傷 

 20 漁船第十一正福丸運航不能（推進

器損傷） 

 貨物船旭和丸運航不能（機関損

傷） 

22

 21

  漁船水八丸運航不能（機関損傷） 

 23 モーターボート丸福丸Ⅲ乗揚 

 24 貨物船 MGM No.５貨物船第二十一

益栄丸衝突 

 25 モーターボートおでこ乗揚 

 26 貨物船 OCEAN CRANE 貨物船第三十

二新居浜丸衝突 

 （神戸事務所） 

 27 遊漁船越ひかりⅢ漁船第六恵美

須丸衝突 

 28 砂利採取運搬船第八三榮丸乗揚 

 29 貨物船第二太福丸乗揚 

30  貨物船第二海福丸運航阻害 

 31 漁船第五十八寿々丸衝突（岸壁） 

 32 貨物船住徳丸衝突（岸壁） 

33  貨物船第七十八親力丸運航阻害 

 34 砂利採取運搬船第十八信正丸乗

揚 

35  貨物船第五喜祥丸運航阻害 

 36 砂利採取運搬船第五繁丸衝突（桟

橋） 

37  引船鳳山丸運航阻害 

 38 貨物船第一くろしお衝突（岸壁） 

39  貨物船第十一菱化丸運航不能（配

電盤焼損） 

 40 貨物船第八くろしお乗揚 

41  モーターボート美幸丸座洲 

42  モーターボート富士運航不能（蓄

電池過放電） 

 43 押船第十一豊栄丸乗揚 

 44 ケミカルタンカー第二旭豊丸衝

突（岸壁） 

※下線付き番号は、インシデント 



45  セメント運搬船第二平安丸座洲  69 モーターボートタスク丸衝突（防

波堤）  46 コンテナ船太平丸乗揚 

 47 貨物船泰平丸乗揚  70 台船常石２５号漁船天成丸衝突 

 48 押船第３１若栄丸被押起重機船

第３若栄丸衝突（ブロック） 

 71 油送船第二秀華丸乗揚 

 72 貨物船第八長運丸漁船勝丸衝突 

 49 漁船恵比須丸漁船第五日の丸衝

突 

 73 油送船しんみち丸漁船幸力丸衝 

  突 

 50 漁船第八日真丸養殖施設損傷  74 貨物船ふじくら乗揚 

 51 砂利採取運搬船第五住吉丸乗揚  75 押船日新被押はしけ新菱５号衝 

 52 旅客船さんふらわああいぼり火

災 

突（岸壁） 

 76 押船日新被押はしけ新菱１号衝 

 53 水上オートバイマリンウエイク

ボーダー負傷 

突（岸壁） 

 77 押船宮秀丸被押はしけニューみ 

 54 油タンカー第二十三菱芳丸乗揚 やひで乗揚 

 55 砂利採取運搬船第六幸徳丸乗揚  78 モーターボートひまわり丸乗揚 

79 56 貨物船日祥丸乗揚 

 57 モーターボートいずみ丸乗揚 

 58 釣船春風丸転覆 

 59 砂利採取運搬船第拾壱住吉丸乗

揚 

 60 貨物船 ACCORD モーターボート

WATER WOLF４衝突 

 61 モーターボート KRESS 水上オー

トバイ MSC-XL１衝突 

 （広島事務所） 

 62 漁船第十五浦郷丸乗揚 

 63 水上オートバイ美姫丸水上オー

トバイサンデー衝突 

 64 貨物船第五丸岡丸運航不能（機関

損傷） 

 65 旅客船第五きりくし運航阻害 

 66 旅客船第三くるしま丸運航不能

（機関損傷） 

 67 貨物船第八天神丸乗揚 

 68 引船第一あび丸沈没 

  漁船第三大勘丸運航阻害 

 80 旅客船ゴールドフェニックス乗 

  揚 

 81 貨物船第五福吉丸乗揚 

 82 引船 JUNE T 引船列漁船孝福丸衝 

  突 

 83 漁船寿丸モーターボート夏海Ⅴ 

衝突 

 84 遊漁船裕永丸乗揚 

85  油送船富士川丸座洲 

 86 貨物船神洋丸乗揚 

 87 漁船第八広松丸漁船豊洋丸衝突 

88  旅客船しらきさん運航阻害 

89  貨物船OCEAN DREAM座洲 

 90 モーターボートのぞみ丸衝突（か

き筏） 

 （門司事務所） 

 91 漁船第三十八新栄丸乗揚 

 92 ＬＰＧタンカー№7 SAMJIN 漁船 

大黒丸衝突 

※下線付き番号は、インシデント 



※下線付き番号は、インシデント 

 93 漁船第八開成丸運航阻害 

 94 液体化学薬品ばら積船兼油タン 

カー興宝丸運航不能（舵故障） 

 95 漁船第九十三海幸丸乗揚 

 96 漁船第二宇和海乗揚 

 97 貨物船明宝丸乗揚 

 98 貨物船第五宝丸乗組員負傷 

 99 貨物船いよえーす漁船豊漁丸衝 

  突 

 100 ケミカルタンカー海悠２１モー 

ターボート美希衝突 

 101 引船第二和丸被引スパット台船 

ユニオン転覆 

 102 引船常豊丸被引台船 YUTAKA２０ 

乗揚 

 103 漁船公良丸衝突（定置網） 

 104 貨物船 VEGA DAVOS 漁船幸丸衝突 

 105 プレジャーボートさくら乗揚 

 106 プレジャーボート UUNAGI 乗揚 

 107 モーターボート豊漁丸乗揚 

 108 ヨットパラディ乗揚 

 （長崎事務所） 

 109 遊漁船第二光進丸乗揚 

 110 押船大誠丸被押バージ大誠丸乗 

  揚 

 111 押船金剛丸被押バージ金剛丸乗 

  揚 

 112 交通船弥生浸水 

 （那覇事務所） 

 113 プレジャーボートグリーン ボン 

ズ乗揚 

 114 貨物船なは衝突（岸壁） 

 115 旅客船ニューふなうき乗揚 

 116 貨物船たかちほ乗組員負傷 

 117 漁船第八辰丸運航不能（機関損 

傷） 

 118 プレジャーボート昌海正茉丸運 

航不能（機関損傷） 

 119 プレジャーボートマルマツプレ 

ジャーボートニライカナイ衝突 

 120 旅客船フェリーたらまゆう衝突 

（岸壁） 

 121 海洋調査船なつしま衝突（岸壁） 

 122 漁船幸政丸ダイビング船第三八 

丸衝突 



船舶事故等調査報告書 

平成２１年１１月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第８２号 

事故等種類 衝突（灯浮標） 

発生日時 平成２１年１月３１日 ００時４６分ごろ 

発生場所 茨城県大洗港 

（概位 北緯３６°１８.１′ 東経１４０°３４.５′） 

事故等調査の経過 平成２１年４月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務所）

を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 さんふらわあ だいせつ、１１,４０１トン 

１３６４３２、Ａ＆Ａ株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、一級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 右舷側船尾外板に擦過傷、プロペラ曲損 

灯浮標 浮体に損傷、係留用チェーン切断 

 事故等の経過 本船は、２１人が乗り組み、船首約５.７５ｍ、船尾約６.０１ｍの喫水で、

発達した低気圧の影響で北北東風が吹く状況下、大洗港に入航した。 

本船は、南防波堤と西防波堤との中間（以下「防波堤入口」という。）に

向けて航行中、沖防波堤を通過後、港内速力に減速して左舷船尾からタグラ

インをとり、南防波堤南端を右舷に見て通過するころ、折からの突風を受け

て急速に左舷側に圧流され、平成２１年１月３１日００時４６分ごろ、防波

堤入口の西防波堤寄りに設置された灯浮標に衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北北東、風速 約１０m/s を超え、約１８m/s の突

風を伴っていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は、防波堤入口に向けて航行中、タグライン

をとる目的で減速したとき、風圧流を考慮した針路

としていなかったため、北北東からの突風を受けて

灯浮標が設置されている左舷側に圧流された可能

性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が大洗港を航行中、発達した低気圧の影響で北北東

風が吹く状況下、風圧流を考慮した針路としていなかったため、北北東から

の突風を受けて圧流され、灯浮標に衝突したことにより発生した可能性があ

ると考えられる。 

 


